
平成２４年２月４日
【“外断熱について学ぶ”多摩市永山公民館 市民企画講座 最終回 】
「私たちの終の住処を考える～大震災を契機に暮し方を見直そう～」

世界（欧米）
と日本の省エネに

関する動向
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EnEV（省エネ政令）について

６０年前からドイツには外断熱があった
１９８４年 外断熱の義務化
１９９５年 Low-Eガラスの義務化

最初は部位ごとのK値

２００２年 70kWh/㎡K（７Lハウス）
外皮と設備の計算（１次エネルギー）

２００７年 エネルギーパス

２００９年 50ｋWh/㎡K（５Ｌハウス）

２０１２年 35ｋWｈ/㎡Ｋ（3.5Ｌハウス）
パッシブハウス・・・？

２０２０年 ゼロ暖房エネルギーハウス

ドイツのEnEV（省エネルギー政令）について
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ソーラーハウス

最低要求水準
（断熱や省エネに関する法律）

研究開発
（デモ住宅実験）

低エネルギーハウス

3リッターハウス（30ｋＷｈ/
㎡a)

ゼロ暖房エネルギーハウス

実際の建設

プラスエネルギーハウス

■ドイツにおける省エネルギー建築の変遷 フラウンホーファー建築物理研究所（IBP）

ＭＳＶＯ 1977

ＭＳＶＯ 1984

ＭＳＶＯ 1985

ＥｎＥＶ 2002

ＥｎＥＶ 2009

ＥｎＥＶ 2012
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ムチ、ニンジン、タンバリン

２０１０年６月、欧州連合（ＥＵ）において、建築物のエネルギー効率
にかかる指令（省エネ建築物指令・EPBD）が改正交付された。

（Energy Performance of Buildings Directive)

①ムチ：建築物の最低エネルギー効率要求（省エネ義務化）の設定
新築建築物だけでなく、すべての既存建築物においても大規模
改修を行う場合も最低エネルギー効率要求を求める。
２０２０年以降のすべての建築物は「ゼロエネルギー建築」に！

②ニンジン：ＥＵ加盟国は協力して省エネ化のための資金調達を
促進する。

③タンバリン：エネルギー証明制度の強化
ＥＵ加盟国は、建築物の売買や賃貸借の際の広告においても
それぞれの建築物のエネルギー効率を記載するような措置を
講じる。証明制度の普及により省エネを推進する。

外務省 欧州連合日本政府代表部一等書記官 菅昌徹治の寄稿文をもとに
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目標達成に向けた取り組みの論点

○ 2020年で1990年比－25％の目標を達成するには、新築住宅に省エネ基

準への適合を義務付けるなど取り組みの強化が必要。

○ 義務化の前段階として、現在10～20%程度と見込まれる現行省エネ基

準（断熱）の適合率を50%以上にまで引き上げていくことが課題。

○ 外壁、窓等の断熱性だけでなく、暖冷房設備、給湯設備等の建築設備

の効率性の向上が必要。

○ 併せて、既存住宅・建築物の省エネ化も推進。

住宅・建築物における省エネの取り組み強化について

5

３．2020～2030年に目指すべき住まいと住まい方

３－１ ２０２０～２０３０年に目指すべき住まいの姿
○２０２０年には標準的な新築住宅でＺＥＨ（ゼロエネルギーハウス）を実現し、

２０３０年には新築住宅の平均でＺＥＨを達成するとともに、ＬＣＣＭ（ライフ
サイクルカーボンマイナス）住宅の早期実現を目標とする。

○２０２０年には新築公共建築物でＺＥＢ（ゼロエネルギービルディング） を実
現し、２０３０年には新築建築物の平均でＺＥＢを達成を目標とする。

○これらの達成に際しては、EV や蓄電池等への蓄エネルギーの活用や、街
区単位でのエネルギーの有効活用等、様々な手法の組み合わせが必要。

３－２ ２０２０～２０３０年に目指すべき住まい方
○ライフスタイルやワークスタイルを低炭素社会に相応しいものに変容していくため
のインセンティブの付与等が必要。

○ライフステージに応じた住み替えの促進や、省エネ設備・機器の提案人材の育成
により、最適な住まいの選択と住まい方に誘導していく。

＊経済産業省、国土交通省、環境省、有識者、実務者等から構成する「低炭素社会に向けた住まいと住まい方推進会議」提言
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横浜パッシブハウス

パッシブハウスとは？ 特別な冷暖房設備がなくても室内を快適な温度に維持できる建物です。年間の冷暖房
に必要なエネルギーを１５KWh/㎡・a以下、更に、住宅における使用熱量は、給湯や家事に使用する電気を含め
て１２０ KWh/㎡・aを超えない究極の省エネ・エコ住宅です。
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オール電化住宅

暖房・冷房・給湯・
照明・家電製品・
IHヒーター・食洗機
・大型TV・パソコン・
２４時間換気装置
など・・・・

横浜パッシブハウスの年間エネルギー消費量

１．年間冷暖房需要量

≦１５ｋＷｈ/㎡年

２．気密性、加減圧５０Ｐａ

≦０．６回/ｈの漏気回数

３．一次エネルギー消費量

≦１２０ｋＷｈ/㎡年
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■現状と目指す基準

断熱100ﾐﾘ
Q値1.6以下

現状 北海道の基準 ﾊﾟｯｼﾌﾞﾊｳｽ

「札幌版次世代住宅基準」の検討内容「札幌版次世代住宅基準」の検討内容

断熱500ﾐﾘ
Q値0.5以下

札幌の基準は、段階分けして設定

新築

断熱200ﾐﾘ
Q値1.3以下

断熱200ﾐﾘ
Q値1.3以下

断熱300ﾐﾘ
Q値1.0以下

断熱400ﾐﾘ
Q値0.7以下

断熱200ﾐﾘ
Q値1.3以下

断熱300ﾐﾘ
Q値1.0以下

断熱400ﾐﾘ
Q値0.7以下

改修

ﾍﾞｰｼｯｸ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ﾊｲ ﾄｯﾌﾟ

ﾍﾞｰｼｯｸ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ﾊｲ
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■札幌版次世代住宅の省エネルギー性能

「札幌版次世代住宅基準」の検討内容「札幌版次世代住宅基準」の検討内容

（60kWh／㎡・年）

（45kWh／㎡・年）

（30kWh／㎡・年）

（15kWh／㎡・年）

（75kWh／㎡・年）

※１ （ ）内は、１㎡当たりの年間暖房エネルギー使用量

※２ 現状の新築住宅はミニマムレベル

2012/02/04 10



「札幌版次世代住宅基準」の検討内容「札幌版次世代住宅基準」の検討内容

■ラベリング制度の検討

（案２）

詳細な値は、別途「性能保存シート（仮）」で確認する。

（案１）
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外断熱は、躯体保護・運用コストや維持管理コスト低減外断熱は、躯体保護・運用コストや維持管理コスト低減

外断熱は、熱性能・結露対策・蓄熱性・躯体保護
・運用コストや維持管理コスト低減が期待できる。
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住宅の省エネルギー基準の解説
２４９ｐ

「一般的には内断熱が主流
となっているが、熱環境
や躯体の耐久性の面から
は外断熱工法が望ましい」
と記載されている。

外断熱工法が望ましい
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「住み切り」と「住み継ぎ」（京都大学・巽名誉教授）「住み切り」と「住み継ぎ」（京都大学・巽名誉教授）
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２０１２年２月１日 長期優良住宅先導事業シンポジウム すまいるホール



前田武志国土交通大臣の外断熱に対する見解前田武志国土交通大臣の外断熱に対する見解

•中村哲治参議院議員の２０１１年
１１月１５日参議院予算委員会に
おける外断熱の質問に対して、前
田武志国土交通大臣は「これから
委員がおっしゃるように外断熱と
いう方向に行くべきであると私も
考えております。」と答弁してお
ります。
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中村哲治参議院議員の質問（１）中村哲治参議院議員の質問（１）

• ○中村哲治君

• それでは、あと、最後、残りもう僅かになりましたけれども、
マンションの問題があります。マンションというのは日本だけ
が、アメリカ、ヨーロッパ、中国は、もうＲＣ、コンクリート
のマンションは外断熱が当たり前になっています。しかし、日
本は外断熱じゃありません。それはなぜなのか、そしてそれを
変えるつもりはないのか、いかがでしょうか。

• ○国務大臣（前田武志君）

• この面はむしろ委員が一番よく詳しく政策を研究されているの
で、もう少しその御意見をお聞きしたいところでございます。

• 一つはやっぱり、マンションが日本の中で発展してきた経過等
もあるかと思います。という意味においては、これから委員が

おっしゃるように外断熱という方向に行くべきであると
私も考えております。
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中村哲治参議院議員質問（２）中村哲治参議院議員質問（２）

• ○中村哲治君 コンクリートを外側から断熱しますと、室温
とコンクリートが同調しますので、コンクリートの蓄熱の力
が使えるようになります。だから、オイルショックの後、欧
米はそういうふうな形でコンクリート建造物が外断熱の方向
に動きました。しかし、日本は耐火の問題があってそれがな
かなかできなかった。そして、この十年間で中国に追い抜か
れてしまったというような現状であります。だからこそ、こ
の外断熱に関しては大規模改修のときにやり始めたらいい

のではないかと思うんですが、この外断熱改修、国交省と
してはどのようにお考えでしょうか。

• ○国務大臣（前田武志君） お答えいたし要するに、低炭
素・循環型といいますか、要するに省エネ町づくりにしてい
かにゃいかぬわけでございますから、その中では（外断熱改

修）は非常に有力なマンションあるいは建物の在り方
ということになってくるかなと、こう思います。
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中村哲治参議院議員質問（３）中村哲治参議院議員質問（３）

• ○中村哲治君 野田総理にお伺いします。これまでの議
論をお聞きになって、これからの国づくりと住宅政策に
ついてどのようにお考えでしょうか。それを伺って、私
の質問を終わります。

• ○内閣総理大臣（野田佳彦君） ずっと住宅政策一貫し

ての御質問で、特に低炭素・循環型社会の構築に
向けた中での位置付け、大変参考になりましたし、
私個人としては、蓄電池のところを戦略的に取り組まな
ければいけないということは大変御示唆をいただきまし
た。大変勉強させていただきまして、ありがとうござい
ました。

• ○中村哲治君 ありがとうございました。
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info@sotodan-nop.org

ご清聴ありがとうございました
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